2008年度　運動器系　試験ポイント
[糸満先生]

授業中に「この小テストの2つの中から出ます」と言っていました。

小テスト（整形外科的診断法）

・脊柱側弯症のチェックポイント（5つ）

・関節リウマチ特有の手の変形（2つ）

・内反膝変形の説明・表示法

・外反膝変形の説明・表示法

・関節強直と拘縮の違い

・筋力3とは？

・股関節と外転する筋肉（2つ）

・Trendelenburg徴候

・歩行サイクルと跛行

小テスト（整形外科的治療法）

・整形外科的保存療法

・外固定の方法と注意点

・整形外科手術における感染の意義

・整形外科手術における術後管理の注意点

・骨切り術の目的（3つ）

・基本的内固定法

・人工関節置換術の合併症
・骨移植術の適応

[内野先生]

	ポイント
	載っている箇所

	骨折の分類の“骨折部と外界の交通による分類”
	プリント、テキストp.37

	骨折診療のチェックポイント
	プリント

	骨折の治療の“保存的治療”、“外科的治療”（内固定と創外固定）
	プリント、テキストp.38

	骨折の合併症（急性期、慢性期）
	プリント、テキストp.40～42

	骨折外傷の基本的アプローチ
	プリント


※プリント、テキストp.37にある“骨折の治癒過程”は「大雑把に知っておこう」と言っていました。

（内野先生続き）

	リハ医の役割
	テキストp.168


[占部先生]

	軟骨形成不全症
	テキストp.53

	骨形成不全症
	テキストp.54

	原発性骨粗鬆症の診断基準
	テキストp.58の真ん中のスライドのやつ

	半月損傷
	テキストp.155

	apprehension test
	テキストp.157

	関節内遊離体
	テキストp.158

	扁平足
	テキストp.159

	外反母趾
	テキストp.159


[高相先生]

	脊椎の構造（前縦、黄色、高縦靭帯の3つ）
	プリント

	脊髄症と神経根症の違い
	ノート

	頚椎椎間板ヘルニア
	プリントの下線が大切

	頚椎症
	

	頚椎後靭帯骨化症
	

	腰椎椎間板ヘルニア、LOVE法
（下腿伸展上テストや挙上テストは「今回はテストには出ないでしょう」と言っていましたが・・・。）
	これも下線が大切


[成瀬先生]

関節リウマチ（p.97,98の慢性関節リウマチの病期分類・病理所見）

↑テストに出すと言っていました。

※大切と言っていたところ

・リウマチの変形関節（尺側、スワンネック、ボタン）（p.98）

・骨関節の病変出現頻度（PIP、MCP、膝、足、中足趾）（p.99）

※ちなみに・・・成瀬先生が骨腫瘍問題作るなら、以下にすると言っていました。
・外骨膜反応について

・骨肉腫について

・Ewing肉腫について

[藤田先生]

	骨腫
	テキストp.108～114

p.115の好発部位も合わせて大切っぽいです。

　　の部分は大事です。

特に骨肉腫は大事です。

	類骨骨腫
	

	内軟骨腫
	

	骨肉腫
	

	骨髄腫
	

	悪性リンパ腫
	

	骨巨細胞腫
	

	Ewing肉腫
	

	転移性骨腫瘍
	

	単発性骨のう腫
	


[高平先生]

	特発性大腿骨頭壊死症
	テキストp.118

	人工股関節置換術の適応
	テキストp.121

	変形性股関節症
	テキストp.122

	臼蓋形成不全
	

	ペルテス病
	


[小宮先生]

	開排制限
	テキストp.128～130

	大腿皮膚溝の非対称
	

	アリスサイン、クリックサイン
	

	Shenton線、Calve線
	

	Riemenbugel法、Overhead traction
	

	ペルテス病
	テキストp.132

	先天性内反足
	テキストp.143

	先天性筋性斜頚
	


[内山先生]

	肩関節周囲炎
	テキストp.62～81

肘部管症候群はp.84にも載ってます。

	上腕骨顆上骨折
	

	上腕骨外上顆炎
	

	離断性骨軟骨炎
	

	変形性肘関節症
	

	肘部管症候群
	

	Monteggia骨折
	

	Sprengel変形
	

	橈骨遠位端骨折
	テキストp.82

	舟状骨骨折
	テキストp.82

	弾発指（ばね指）
	テキストp.83

	手根管症候群
	テキストp.83


